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当院地域連携室業務につきましては、いつもご理解ご協力いただきまして、誠にありがとうございます。皆様とのよりよい

連携を目指して今後もよりいっそう努力いたしますので、ご指導のほど宜しくお願いいたします。 

１．医師異動   
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退職 ９月３０日付  センター長 横山徹夫  リハビリテーション科 松井 智文  内科 松成正良  外科 間 浩之 

２．認定看護師のご紹介  感染管理認定看護師 松井順子 

    松井順子主任看護師 プロフィール 

    私は、2013 年に日本看護協会 看護師認定制度「感染管理認定看護師」を取得いたし 

ました。現在は、主任として外来に勤務しております。 

感染管理を行う目的は、患者さまの安全を第一に考え、医療が安全に受けられる環境 

を提供することにあります。感染防止対策の重要性を職員一人ひとりが理解し、組織全体 

が統一した感染対策を実施出来るように、継続した活動を行います。 

活動内容としては、感染管理に関する継続的な教育・啓発活動、院内感染対策マニュアルの作成および見直し、医

療関連感染サーベイランスなどがあります。今年度の主な取り組みは、感染管理を担当する看護師にむけ『感染管理

の基礎知識』について、勉強会を企画、実施しております。 

   10 月に入り、今年もインフルエンザウイルスやノロウイルスによる感染症の流行が懸念されます。感染対策を実施する

ことで、感染の伝播を防いでいくことが可能です。日常生活で実施できる感染対策には、手洗いやサージカルマスクの

着用、咳エチケットなどがあります。患者様・医療従事者・地域の皆様が、効果的な感染対策を実施できるようサポート

していきたいと思っております。 

    また、医療・介護に関わる施設における感染対策についても、サポートできるかと思っておりますので、市立御前崎総

合病院地域連携室を介して、ご連絡をお願いします。（0537-86-8852） 

 

 ３・医院様からの認定看護師へのご依頼について  

認定分野 担当者 利用料（診療報酬） 有 無 対象 

脳卒中リハビリテーション 小笠原 直美 無 患者様 

がん性疼痛看護 村松 由利子 有 患者様 

皮膚・排泄ケア認定 岡本 律子 有 患者様 

感染管理 松井 順子 無 医院 

  ご予約は事前連絡をお願いします。  依頼先 地域連携室（0537-86-8852）   

 



３．第 9 回市立御前崎総合病院・菊川市立総合病院合同カンファレンスのご報告 

日時：平成２５年９月１８日（水）午後６時３０分～    場所：菊川市立総合病院 ２階講堂 

参加者 会員 １９名  非会員 ８名  職員 １２名 合計 ３９名で開催されました。 

１・成人脊柱変形の診断と治療             菊川市立総合病院 整形外科 三原 唯暉 先生 

２・パーキンソン病視床下核刺激例にアポカイン皮下注射治療を試みた症例  

                              市立御前崎総合病院 脳神経外科 横山 徹夫 先生 

３・代替医療としてのべにふうき緑茶の効果  石崎耳鼻咽喉科 石崎 久義 先生 

           （独）農業・食品産業技術総合研究機構 食品総合研究所 山本（前田） 万里 先生 

４・日本人女性の骨盤は変化しているのか？ ―妊婦骨盤の歴史的比較― 

        菊川市立総合病院 産婦人科 鳴本 敬一郎 先生 杉村 基 先生 嵯峨 こずえ 先生 

５・自己炎症症候群の 2 例              市立御前崎総合病院 リウマチ科 大橋 弘幸 先生 

６・外来診療における携帯型発作時心電図記録伝送装置（イベントレコーダー）の有用性 

                                             桜井医院 櫻井 恒太郎 先生 

  第 10 回市立御前崎総合病院・菊川市立総合病院合同カンファレンスは平成 26 年 2 月 13 日（木）に開催予定です。 

４．病院機能評価認定 Vo6 

   日本医療機能評価機構の新たな病院機能評価の認定を受け認定書伝達式があり 

  ました。病院が組織的で安全な医療を患者に提供しているかを評価し、地域医療 

  を支える中規模病院では県内初の認定病院になりました。病院機能評価は患者の 

  視点に立った医療環境の向上を目的に 1997 年から始まりました。4 月からは新たな 

  評価内容に変更され、病院は昨年 6 月から認定取得の準備を進めてきました。病院 

  機能評価機構の調査員が患者への利便性や感染防止対策、施設や設備の管理と 

  いった評価項目を審査し、地域医療を支える｢一般病院１｣とリハビリテーション医療 

  に優れた｢リハビリテーション病院｣の二種類の認定を受けました。 

 

５．第５回病院祭・コスモス摘み&コンサートのお知らせ テーマ “ふれ愛・ささえ愛” 

 日時：平成２５年１０月２６日（土） 時間 １０：００～１４：００ 会場：病院１・２階ホール 

内容：脊髄脊椎科・北浜義博による腰痛体操教室 コスモス摘み＆コンサート等 

病院で行っている事や、健康相談、救急蘇生法など病院を開放し見学と体験をして 

いただくことを企画しています。地域の皆様と病院職員とのふれあいを通し、地域医療を 

盛り上げたいと考えています。 

 ６．統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ４月 ５月 ６月 7 月 8 月 9 月 

小笠医師会 75 112 104 106 62 80 逆紹介数 

｢人｣ 榛原医師会 22 34 32 33 32 37 

小笠医師会 121 126 117 101 125 109 紹介者数 

｢人｣ 榛原医師会 32 32 40 46 33 43 

小笠医師会 62 88.9 88.9 105.0 49.6 73.4 逆紹介率 

｢％｣ 榛原医師会 68.8 106.3 80.0 71.7 97.0 86.0 

小笠医師会 88 101 91 134 93 99 

榛原医師会 18 27 15 37 27 36 

検査受託 

件数（人） 

他地区 0 0 0 0 0 0 


